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2023 年度 第 3 回 10 月 

九大本番レベル模試 
日本史・採点基準 

 

単答問題部分 

◆単答問題・共通の原則◆ 
① 漢字で書くべき用語（語句）のひらがな表記には得点を与えない。 

また，ひらがなで書くべき用語（語句）の漢字・カタカナ表記，カタカナで書くべき用語（語句）の漢字・ひらが

な表記にも得点を与えない。漢数字を含む用語（語句）について算用数字をもちいた表記にも得点を与えない。 

② 判読しにくい文字についてはできるかぎり善意に解釈して採点する。 

③ 部分点は設けない。 

④ 「漢字○字で」と指示した設問に対して『』を加えて字数を一致させた答案を示した場合，『』は漢字ではないなど

の理由から不正解とする。 

  事例） 「漢字５字で」…   ○建武年間記  ×『建武記』 
 

〔１〕多賀城の歴史（２点×５＝10点） 

＊注意事項・許容解など 

問４ 系図作成問題。別解なし。 

 

〔２〕中世の飢饉（２点×７＝14点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 

 

〔３〕近世の身分（２点×７＝14点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 

 

〔４〕井上靖と近現代の政治・外交・文化（２点×７＝14点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 
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論述問題部分 
◆論述問題・共通の基準◆ 
１．採点基準においては加点要素を，３点のものは太字・アミカケ☐☐で，２点のものは二重線□□で，１点のものは下

線□□で，それぞれ示している。採点に際しては常に前後の文脈に留意する（◎で示した事項，< >内に示した事項

に内容が反していないかを確認する）。例外的対応などについては※で示してある。 
２．加点要素に直接関係している歴史用語等（太字で表示）について，①誤字・略字を含む表記，②漢字で記すべき語句

のひらがな・カタカナ表記，③漢数字を含む語句への算用数字をもちいた表記は，原則として当該加点要素の配点か

ら漢字1文字分につき１点減点とするが，同一語句・文字がくりかえし不適正な形で表記されている場合は，それぞ

れを減点の対象とするのではなく，まとめて１点減点とする。④脱字，当て字のある歴史用語等の表記は，非加点と

する。 

３．制限字数を超過した答案については，模試という性質を考慮して対処する。 

◆採点基準上の記号◆ 
１．◎   …前提条件       （例）「◎アメリカ」 

                               「a 第一次世界大戦に参戦した」 

                               →答案例「イギリスは第一次世界大戦に参戦した」 

                                       ◎の内容と整合性がないため非加点 

※◎の内容は答案構成において明白にされていれば必ずしも記されていなくても良い 

２. <    >…前提条件       （例）「a <首相の>浜口雄幸」 

                               →答案例「浜口雄幸蔵相」 

                                       <    >の内容と整合性がないため非加点 

※<    >の内容は答案構成において明白にされていれば必ずしも記されていなくても良い 

３．〔    〕…別表現       （例）「a 益田〔天草四郎〕時貞」→「益田時貞」と「天草四郎時貞」 

４．（    ）…省略可能箇所 （例）「a 遙任(国司）」          →「遙任」と「遙任国司」 

 

〔１〕多賀城の歴史 

問２ 
◆加点要素の合計５点→５点満点◆ 
◎雑徭 

a 国司の命により工事や国府の雑用に従事した ………１点以内 

b 男性に課された労役だった ………１点以内 

c <21～60歳の>正丁は年間60日が限度とされた ………１点以内 

d <61～65歳の>次丁は年間30日が限度とされた ………１点以内 

e <17～20歳の>中男は年間15日が限度とされた ………１点以内 
問５ 
◆加点要素の合計８点→８点満点◆ 
◎784年 

a 大和国の平城京から山背国の長岡京に遷都された ………２点以内 

◎784年～794年の時期 

b <784年からの>京の造営に関わっていた藤原種継が殺害された ………２点以内 

c 早良親王が死去して怨霊として恐れられるようになった ………２点以内 

◎794年 

d 平安京に遷都された ………１点以内 

e <784年からの宮都とこの年からの宮都のある国の名が>山城国に変更された ………１点以内 
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〔２〕中世の飢饉 

問２ 
◆加点要素の合計８点→８点満点◆ 
◎「歴史書」 

a 吾妻鏡 ………２点以内 

◎「歴史書」が記している「戦い」 

b 富士川の戦い ………１点以内 

c 平氏の軍と源頼朝の軍の戦い ………１点以内 

◎「歴史書」が記している平氏の軍が帰洛した理由 

d 水鳥の羽音に驚いて東国の兵による包囲から逃れようと判断したため ………１点以内 

◎「歴史書」が記していること以外に考えられる平氏の軍が帰洛した理由 

e 養和の飢饉で兵粮米が不足していた ………３点以内 

問６   
◆加点要素の合計３点→３点満点◆ 
◎京都の混乱 

a 足利義政のもとで発生した応仁の乱が 10年以上続いて荒廃した ………３点以内 

 

〔３〕近世の身分 

問６  

◆加点要素の合計６点→６点満点◆ 
◎「要因」となった事件 

a 由井正雪が牢人と幕府転覆を謀った慶安の変 ………３点以内 

◎幕府 

b 牢人の増加につながる改易の要因だった末期養子の禁止を緩和した ………３点以内 

問９ 

◆加点要素の合計５点→５点満点◆ 
◎禅僧・儒者の動向 

a 相国寺の僧だった藤原惺窩が還俗して朱子学の啓蒙につとめた ………２点以内 

b 藤原惺窩の門人だった林羅山が徳川家康に用いられた ………３点以内 

 

〔４〕井上靖と近現代の政治・外交・文化 

問２  

◆加点要素の合計５点→５点満点◆ 
◎韓国に対する措置 

a 第２次日韓協約にもとづくもの ………２点以内 

b 外交権の接収／保護国化 ………１点以内 

c 統監府の設置 ………２点以内 

問７  
◆加点要素の合計６点→６点満点◆ 
◎1938年に制定された法 

a 国家総動員法 ………２点以内 

b <政府が> 議会の承認なしに勅令による(戦時下)政策を行うことを可能にした ………２点以内 

c <政府が>労働力や物資を統制・活用することを可能にした ………２点以内 


